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• ここに本文を入れてください 彼は背後にひそかな足音を聞いた。そ
れはあまり良い意味を示すものではない。誰がこんな夜更けに、しか
もこんな街灯のお粗末な港街の狭い小道で彼をつけて来るというの
だ。人生の航路を捻じ曲げ、その獲物と共に立ち去ろうとしている、
その丁度今。 彼のこの仕事への恐れを和らげるために、数多い仲間
の中に同じ考えを抱き、彼を見守り、待っている者がいるというの
か。それとも背後の足音の主は、この街に無数にいる法監視役で、強
靭な罰をすぐにも彼の手首にガシャンと下すというのか。彼は足音が
止まったことに気が着いた。あわてて辺りを見回す。
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